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＜日本一時帰国＞

　

　インドのムンバイより１１／１０に日本に戻り、すぐさま旅の資金を稼ぐために“３ヶ月間で辞めても構わない”という派遣の仕事を見つけ勤務を開始しました。

　再出発予定日は２００１／３／３です、それまでにできるだけの資金を稼がなければならないのです。

　予定では毎月１０万円の出費を想定していたために３月から１０月までの８ヶ月間の８０万円が最低必要資金になるわけですが、その資金はその時点において手元に残っていたのでおそらく追加で必要になってくると考えられる分と、旅の最終目的地に予定しているオーストラリアに入国後、仕事を開始する迄の当面の生活資金のために稼げるだけ稼いでおかなければいけません。

　自分が選んだ仕事は「住友林業システム住宅販売株式会社」の屋内工場においてのユニットハウスの組立補助（力仕事）です。

　勤務形態は月曜日から金曜日まで、時間は２交代制になっており５：００～１４：００と１３：３０～２２：３０の２グループに分かれ１週間毎に勤務体系が変更するというシステムでした。

　時給１,１２５円で８時間勤務のため定時勤務で９,０００円、残業は１時間で１,４００円でした。毎日最低４時間残業を行っていたため、１日平均で約１５,０００円を得ることが出来て、年末年始の休日等で勤務日数は多少変化しましたが、毎月３０万円以上は稼いで、それを全て貯金に回したために、３／３の出発時には約１００万円の資金を帰国時の残高に加算することができました。

　その汗と涙？が染み込んだ資金を胸に予定通り３／３に香港に向けて飛び立ったのです。
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